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押す

各部のなまえ各部のなまえ各部のなまえ

グリル焼網

グリル受け皿

サイドカバー

グリルとびら

グリル排気口カバー

トッププレート

グリルとびら取っ手

点火消火キー（33ページ）
火力切替キー（33ページ）

グリル操作部（シート）

操作部の開けかた ◇電源について
電源ボタンを押すことにより、機器の電源を入れ
たり切ったりすることができます。
（単1形乾電池を2本使用しています。）

◇オートパワーオフ機能
コンロやグリルを使用していないときは、約3分後
に電源が自動的に切れます。
※オートパワーオフ機能の設定時間は変更するこ
とができます。（50ページ）

オートグリル操作部
　オートメニューキー（35ページ）
　焼き加減キー（35ページ）

タイマー設定部（33ページ）

火力表示ランプ

開く
（例）コンロ操作部の場合

操作パネル前面

電池収納部

電池収納部（39ページ）

左パネル下面が電池ケースのふたに
なっています。
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※高火力コンロは、バーナーキャップに
『H』マークを表示しています。

各部のなまえ

タイマー設定部（21ページ）

〈左右コンロ操作部〉
　炊飯キー（29ページ）
　揚げものキー（23ページ）
　湯わかしキー（25ページ）
　センサー解除キー（20ページ）

パネル部

 コンロ調理部

コンロ操作部（シート）

〈左コンロ用〉
　火力表示ランプ
　点火／消火ボタン
　（19ページ）

コンロ微調節ランプ／ボタン（18ページ） ロック機能ボタン／ランプ（18ページ）

電源ランプ／ボタン
（18ページ）

〈右コンロ用〉
　火力表示ランプ
　点火／消火ボタン
　（19ページ）

トッププレート（ガラス）

ブラックミラー

前面パネル

ステンレスST

品名コード

例

○○○○○○A ○○ ○○○
SQ

ナチュラルグレーS6トッププレート 前面パネル

※操作部のパネルやシートなどに保護シートが貼ってある場合があります。ご使用の際には、取りはずしてください。
※図は品名コードの末尾がLのタイプです。
※品名コードの末尾がRのタイプについては、高火力コンロ、標準コンロの点火／消火ボタンの位置が左右逆になります。

ごとく

バーナーリング

バーナーキャップ
立消え安全装置

点火プラグ

温度センサー バーナーキャップの形状

「H」マーク

高火力 標準

H

2
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必ずお守りください必ずお守りください（安全上の注意）（安全上の注意）必ずお守りください（安全上の注意）11

使用される方や他の方への危害・財産への損害を未然に防止するために、つぎのような区分・
表示をしています。
いずれも安全に関する重要な内容ですので、必ずお守りいただき、内容を理解して正しく使用
してください。

安全に正しく使用していただくために必ずお読みください

危険 

警告 

注意 

お願い 

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危険または、
火災が切迫して生じることが想定される内容です。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性また
は、火災が想定される内容です。

この表示を無視して誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害
のみが発生する可能性が想定される内容です。

安全に快適に使用していただくために、理解していただきたい内容です。

■危害・損害の程度による内容の区分

■注意・禁止内容の絵表示

分解禁止

必ず守る

接触禁止禁止 火気禁止

発火注意

qすぐに使用をやめ、機器のガス栓を閉じる。
w窓や戸を開け、ガスを外に出す。
eお買い上げの販売店または、もよりのガス事
業者（供給業者）に連絡する。

1 2 3
必ず守る 

ガス漏れの際には

ガス漏れに気づいたときは、下記の手順に従う

危険 

ガス漏れ時は、絶対に
・ 火をつけない
・ 電気器具（換気扇など）のスイッチの入・切をしない
・ 電源プラグの抜き差しをしない
・ 周辺で電話を使用しない
火や火花で引火し、火災の原因になります。
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必ずお守りください（安全上の注意）1

使用するガスについて

火災予防のために

設置の際には

機器を設置するときは、可燃性の部
分から十分離して設置する
当該地区の市・町・村の条例で定められてい
ます。必ず守ってください。

距離を確保できない場合は、別売の
防熱板を取り付ける
防熱板を取り付けなかった場合、火災の原因
になります。
※ 離隔距離については15ページを参照。
防熱板の購入は、お買い上げの販売店ま
たは、もよりの弊社にお問い合わせくだ
さい。

必ず守る 

機器周囲の改装（吊り戸棚を付けるな
ど）については、お買い上げの販売店
に相談する
ご自分で改装されると、設置基準上問題にな
る場合があり、火災の原因になります。

必ず守る 

警告 

警告 

必ず守る 

機器をご使用の際には

使用中に異常燃焼、異常音、臭気など感じたときや地震、火災などの緊急の場合は、
下記の手順に従う

必ず守る 

w

q

使用後は消火を確認する
火災や思わぬ事故の原因になります。
※ 就寝や外出時は機器のガス栓も閉じてく
ださい。

必ず守る 

ゴム管が正しく接続されているか、ひ
び割れや穴があいていないか確認する
火災のおそれがあります。

必ず守る 

q 消火する。
（点火／消火ボタンを「消火の状態」にする。）

w 機器のガス栓を閉じる。
e お買い上げの販売店または、もよりのガス事業者に連絡する。
火災や一酸化炭素中毒のおそれがあります。

銘板に表示しているガス（ガスグルー
プ）で使用する
転居されたときも供給ガスの種類が、
銘板の表示と一致していることを確
認する
表示以外のガスで使用すると、不完全燃焼に
よる一酸化炭素中毒や爆発着火によるやけ
ど、機器が故障する原因になります。
わからない場合はお買い上げの販売店または、
もよりの弊社にお問い合わせください。
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必ずお守りください必ずお守りください（安全上の注意）（安全上の注意）必ずお守りください（安全上の注意）22

火災予防のために警告 

揚げものは必ず200mL以上の油で
調理する
調理油の量が減ってきたり、はじめから少ない
と、天ぷら油過熱防止機能が正しくはたらかず、
調理油が発火し、火災の原因になります。

必ず守る 

耐熱ガラス容器や土鍋など、熱が伝
わりにくい容器で油料理しない
天ぷら油過熱防止機能が正しくはたらかず、
調理油が発火し、火災の原因になります。

コンロ部をご使用の際には

鍋などがトッププレー
トからはみ出した状態
では使用しない
火災や機器焼損の原因にな
ります。

禁　止 

温度センサーの天面と鍋底が密着し
ていないときは使用しない
鍋底に密着しないと点火しなかったり、温度
センサーが正しくはたらきません。
¡調理油の量に関係なく調理油が発火し、火
災の原因になります。

¡焦げつき自動消火機能が正しくはたらかな
い場合があります。

禁　止 

禁　止 

センサー解除中は揚げもの調理をし
ない
センサー解除モードでは、天ぷら油過熱防止
機能の消火温度が高くなっていますので、調
理油が過熱され、発火し、火災の原因になり
ます。（センサー解除モードについては20ペ
ージ参照。）

禁　止 

火をつけたまま離れない、就寝や外
出をしない
料理中のものが焦げたり燃えたりするなど、
火災の原因になります。
※ とくに天ぷらや揚げもの調理、グリルを
使用しているときは注意してください。
電話や来客の場合は、一旦火を消してく
ださい。

禁　止 

機器をご使用の際には

燃えやすいものを機器の近くに置かない
機器の上や周囲に燃えやすいもの（ペットボ
トル、調理油など）、引火のおそれのあるも
の（スプレー缶、カセットコンロ用ボンベな
ど）を置かないでください。
また、機器本体の下に新聞紙やビニールシート
などの燃えやすいものを、敷かないでください。
火災の原因や、熱でスプレー缶の圧力が上が
り、スプレー缶が爆発する原因になります。

禁　止 

トッププレートに衝撃や荷重を加え
ない、上にのらない
トッププレートのガラス破損につながり、異
常過熱や火災の原因になります。
※ 破損したときは、程度の大小に関係なく、
すぐに修理を依頼してください。

禁　止 

火がついたまま持ち運ばない
やけどや火災の原因になります。

禁　止 

引火のおそれのあるもの（スプレー、
ガソリン、ベンジンなど）は機器の近
くで使用しない
火災の原因になります。

禁　止 
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必ずお守りください（安全上の注意）2

火災予防のために警告 

禁　止 

コンロをおおうような大きな鉄板や鍋
は使わない
一酸化炭素中毒のおそれがあります。

コンロ部をご使用の際には

アルミはく製しる受け、省エネごと
くなど指定以外の補助具は使わない
一酸化炭素中毒や機器の異常過熱のおそれが
あります。

禁　止 

省エネ性を
うたった補
助具 

アルミはく製
しる受け 

脂の出る料理には、グリル焼網の上
や下にアルミはくを敷かない
アルミはくの上にたまった脂が発火し、火災
や機器の損傷の原因になります。

発火注意 

て
ま
え
 

アルミはく 

グリル部をご使用の際には

グリル使用前はグリル庫内を点検する
グリル庫内に食品くず、油くず、布などがあ
ると、使用中に発火し、火災や機器の損傷の
原因になります。

必ず守る 

グリル使用後および連続使用すると
きは、グリル受け皿にたまった脂を
取り除く
たまった脂が発火し、火災や機器の損傷の原
因になります。

必ず守る 

点検の際には

絶対に改造・分解は行わない
改造・分解をすると一酸化炭素中毒などによる死亡事故のおそれがあります。また、火災の原因になり
ます。

分解禁止 

グリル排気口の上にふきんやタオル
などをのせない
火災や不完全燃焼の原因になります。

禁　止 

グリル石 グリル受け皿にグリ
ル石やグリルシート
などを入れない
たまった脂が発火し、
火災や機器の損傷の原
因になります。

必ず守る 
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必ずお守りください必ずお守りください（安全上の注意）（安全上の注意）必ずお守りください（安全上の注意）33

グリル使用中、調理物が発火した場合は、下記の手順に従う
q点火／消火キーを押し、機器のバーナーを消火する。
w炎が消えるまでグリルとびらを開けない。
e消火後、お買い上げの販売店または、もよりのガス事業者に連絡する。
手順を行わなかった場合は、火災の原因になります。

必ず守る 

火災予防のために注意 

機器をご使用の際には

使用するバーナーの点火／消火ボタ
ンを確認して操作する
間違って操作すると、別のバーナーが点火し
て、火災や思わぬ事故の原因になります。

必ず守る 

調理以外の用途には使用しない
練炭の火起こしや衣類（ふきんなど）の乾燥
などに使用しないでください。過熱・異常燃
焼による機器焼損や衣類などが落下して火災
の原因になります。

禁　止 

点火したときはバーナーが着火した
ことを確認する
着火していないと、火災や一酸化炭素中毒、
思わぬ事故の原因になります。

必ず守る 

グリル部をご使用の際には

鶏肉やサンマなどの脂の多い食材を
焼くと、飛び散った脂に引火して瞬
間的にグリル排気口から炎が出る場
合があるので注意する
やけどや火災などの原因になります。

発火注意 

ガス事故防止のために注意 

使用中は換気をする
使用中は窓を開けたり換気扇を回すなど、換気を行ってください。
換気を行わないと、他の燃焼機器と同時に使用した場合など、不完全
燃焼による一酸化炭素中毒の原因になります。
※自然排気式給湯器やふろがまを使用している場合は、換気扇を回さず、
窓を開けて換気をしてください。排気ガスが逆流して一酸化炭素中毒
の原因になります。

換気する 

機器をご使用の際には

魚などの焼きすぎに注意する
魚などが燃え、グリル排気口から炎が出るこ
とがあり、火災の原因になります。必ず守る 

冷暖房装置の吹き出し口の近くや、強い風が吹き込む場所には設置していないことを
確認する
火が途中で消えたり不完全燃焼の原因になります。

必ず守る 

設置の際には

バーナーキャップを水洗いしたあとは、よく水気を切る
水分が残ったまま取り付けると、点火不良や不完全燃焼の原因になります。

必ず守る 

お手入れの際には



10

必ずお守りください（安全上の注意）3

やけどやけがの予防のために注意 

点火操作をしても点火しない場合は、
点火／消火ボタンを「消火の状態」に
し、周囲のガスがなくなってから再
度点火する
すぐに点火すると、周囲のガスに引火して衣
服が燃えるなど、やけどの原因になります。

必ず守る 

機器をご使用の際には

使用中や使用直後は操作部以外は触
らない
機器本体とその周辺および調理用具が熱くな
っており、やけどの原因になります。
※とくに小さなお子さまがいる家庭では注意
してください。

接触禁止 

コンロ部をご使用の際には

みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めたりするときは、
火力を弱めにして、よくかき混ぜる
強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどが突然噴き上がり、鍋がはねあがってやけどをする
原因になります。（とくにだし入り豆みそ（赤みそなど）のときは注意してください。）

必ず守る 

グリル部をご使用の際には

グリル受け皿を持ち運びするときは、
冷えてから持ち運ぶ
使用中や使用直後は、グリル受け皿やグリル受け
皿にたまった脂が高温になっており、やけどの原
因になります。また、グリル受け皿にたまった脂
などがこぼれないように注意してください。

必ず守る 

使用直後の魚の出し入れは、グリル
とびらやグリル受け皿、グリル焼網
を機器から取りはずさずに行う
グリルとびらガラスやグリル焼網などが熱く
なっており、やけどの原因になります。

必ず守る 

グリルとびらおよびグリルとびら取
っ手に重いものをのせたり強い力を
加えない
グリルとびらがはずれ、けがや機器損傷の原
因になります。

グリルとびらガラスに衝撃を加えた
りキズをつけたりしない
また、使用中や使用直後に水をかけない
グリルとびらガラスが割れて、やけどやけが
の原因になります。

禁　止 

禁　止 

不安定な場所での使用禁止
キャンピングカーや船舶など不安定な場所で使用しない。
調理中の鍋などがすべり落ちてやけどのおそれがあります。

禁　止 

コンロの奥へ手を伸ばすときは手前のバーナ
ーによるやけどや衣服への引火に注意する
衣服に炎が移り、やけどの原因になります。

禁　止 

点火操作時や使用中はバーナー付近に顔や手などを近づけない
炎や熱で顔や手など、やけどの原因になります。
※調理中に温度センサーが作動し、自動的に“弱火” “強火”と炎の大きさが変化する場合があるため、
やけどをするおそれがあります。

禁　止 

やかんや鍋などの大きさに合わせて火力を調節する
火が強いとはみ出した炎によりやかんや鍋の取っ手などが過熱され、やけどや取っ手の焼損の原因になります。

必ず守る 

片手鍋や底が凹んだ鍋や丸い鍋、底がすべりやすい鍋、径の小さい鍋などは、不安定
な状態で使用しない
¡片手鍋やフライパンなど、重心が片寄った鍋は不安定な状態にならないよう、取っ手をごとくのツメ
方向に合わせる、取っ手を持って使用する、取っ手などを機器の前面からはみ出さないよう横に向け
て置くなど、安定した状態で使用してください。

¡中華鍋などの底の丸い鍋は、取っ手を持ちながら使用してください。
不安定な状態で使用すると、鍋が傾いて調理物が体にかかるなどしてやけどの原因になります。

必ず守る 

使用中や使用直後は操作部以外は触
らない
機器本体とその周辺および調理用具が熱くな
っており、やけどの原因になります。
※とくに小さなお子さまがいる家庭では注意
してください。
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必ずお守りください必ずお守りください（安全上の注意）（安全上の注意）必ずお守りください（安全上の注意）44

やけどやけがの予防のために注意 

グリルを使用するときは、グリル排気口に手や顔などを近づけない
鍋の取っ手などがグリル排気口にかからないようにする
高温の排気が出て、やけどや鍋の取っ手などの焼損の原因になります。

接触禁止 

お手入れの際には

お手入れをするときは、機器が十分
冷えてから、手袋をして行う
手袋をしないでお手入れすると、やけどや機
器の突起物などでけがをする原因になります。

必ず守る 

トッププレートは取りはずさない
トッププレートを取りはずすと、裏面でけがを
する原因になります。
また、ガラス裏面に洗剤や薬剤が付着すると、
変色したりキズの原因になります。

必ず守る 

ごとくは、欠き部を
バーナーリングの凸
部に合わせ、正しく
取り付ける
正しく取り付けないと
ごとくが傾き、鍋の転
倒や、不完全燃焼の原
因になります。

必ず守る 

欠き部 ごとく

凸部
バーナーリング

グリル受け皿に水を入れて使用しない
グリル機能が正しくはたらかなかったり、調理
物が燃えるなどの原因になります。また、お湯
がこぼれてやけどの原因にもなります。

禁　止 

グリル部をご使用の際には

グリル使用中や使用直後は、グリル
とびら取っ手以外は触らない
グリル受け皿を持つときは、ぬれぶ
きんなどで持たない
やけどの原因になります。

禁　止 

トッププレートに直接高温の鍋など
をのせない
トッププレートの変色や損傷の原因になります。

禁　止 

機器損傷の予防のために

ごとくをはずして直接コンロに鍋を
置いて使用しない
不完全燃焼や機器焼損の原因になります。

禁　止 

グリルとびら・グリルとびら取っ
手・コンロ操作部・グリル操作部・
電池ケース部などに重いものをのせ
たり、強い力を加えない
機器損傷の原因になります。

禁　止 

グリルとびらを開けたままグリルを
使用しない
グリルとびらに魚などをはさみこむなど、グ
リルとびらが開いた状態では使用しないでく
ださい。
機器上部が変色する原因になります。

禁　止 

機器をご使用の際には

注意 

焼網は使用しない
異常過熱により塗装の変色・はく離・機器焼
損・変形の原因になります。禁　止 

焼網 
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必ずお守りください（安全上の注意）4

お子さまに対する注意

小さなお子さまだけで使用させない
思わぬ事故の原因になります。
お子さまが触れても点火しないよう、ロックを設定することが出来ます。（18ページ）必ず守る 

温度センサーが上下にスムーズに動
くことを確認する
温度センサーのお手入れはこまめに
行う（41ページ）
鍋底に密着しないと、温度センサーが正しく
はたらきません。

必ず守る 

正常な動作のために

温度センサーに強いショックを加え
たり、キズをつけない
温度センサーが故障すると、天ぷら油過熱防
止（45ページ）などが正しくはたらきません。

禁　止 

温度センサーに
強いショックを加えない

バーナーキャップは正しく取り付ける
バーナーキャップを正しく取り付けないと、点火しなかったり炎が不均一になり、
異常燃焼や部品が焼損、変形する原因になります。必ず守る 

爪部

点火プラグ

バーナー
キャップ

位置を
合わせる

注意 

注意 

機器損傷の予防のために

お手入れの際には

注意 
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必ずお守りください必ずお守りください（安全上の注意）（安全上の注意）必ずお守りください（安全上の注意）55

お願い

機器について
■ この製品は家庭用です。業務用のような使いかたを
すると、機器の寿命が著しく短くなります。この場
合の修理は保証期間内でも有料となります。

■ 長時間使用していなかったり、初めて使用するとき
は、配管内に空気が入っていて点火しにくい場合が
あります。
しばらく待ってから、再度点火してください。

■ 長期間使用しない場合は・・・
¡機器のガス栓を閉じてください。
¡各部の汚れを取り除き、ほこりや異物が入らない
ようにビニールなどをかけてください。
再使用時は、完全に取りはずしてください。

¡乾電池を電池ケースより抜いてください。
乾電池の液漏れにより、機器をいためる原因になります。

■ 機器を廃棄する場合は・・・
¡機器を取り替えた場合、旧機器は専門の業者に処理
を依頼してください。もしお客さまで旧機器の処理
をする場合、乾電池を使用している機器は、乾電池
を取りはずしてから正規の処理を行ってください。

コンロのご使用について

機器のご使用について
■ 使用中もときどき、正常に燃焼していることを確認
してください。

■ トッププレート上で、鍋などをすべらせたりしない
でください。
ガラスや鍋が損傷する原因になります。

■ エアコン、扇風機の風などがコンロの炎にあたらな
いように配慮して使用してください。
温度センサーにより鍋底の温度を検知して火力を制
御するため、風があたると温度センサーが正しくは
たらかない場合があり、火が途中で消えたり不完全
燃焼の原因になります。

■ 鍋の重さは温度センサーの密着を確実にするため
300g以上（調理物の重さを含む）にしてください。
とくに片手鍋などは、不安定になりやすいので注意
してください。

■ 弱火のときは炎が見えにくい場合があります。
消し忘れに注意してください。

■ 調理中に鍋をのせかえるときは、一旦火を消してか
らのせかえてください。
火を消さずに作業をすると、やけどの原因になりま
す。また、鍋をのせかえたりコンロから鍋をはずさ
れている時間が長く続くと、弱火になったり、自動
消火したり、温度センサーが正しくはたらかない場
合があります。

■ 強火で長時間使用すると、まれに鍋とごとくがくっ
つくことがあります。
鍋を動かすときは注意してください。

■ 煮こぼれしたときは、その都度お手入れを行ってく
ださい。
機器の内部に煮汁が浸入すると、故障の原因になり
ます。また、バーナーに煮こぼれがかかったまま放
置すると、炎口がつまり機器内部で燃えることによ
り、機器焼損の原因になります。

グリルのご使用について
■ 連続で使用する場合は一旦火を消し、再度点火して
ください。
グリル庫内が高温になっていると、グリル過熱防止
センサー（46ページ）がはたらいて、焼き上がる前
に消火する場合があります。

■ 魚などの焼き加減を見るときなど、グリル受け皿を
約1分以上引き出したままにする場合は、一旦火を
消してください。
グリル過熱防止センサー（46ページ）がはたらいて、
消火する場合があります。

■ 冷凍された魚などは、完全に解凍してから焼いてく
ださい。
中心部まで十分に火が通らず、生焼け状態になる場
合があります。

お手入れについて
■ 機器や機器周辺に水をかけたり、水を流しての掃除
はしないでください。また、ぬれぶきんやスポンジ
たわしを使用する場合もよくしぼり、水分を切って
から使用してください。
機器内部に水が浸入し、故障の原因になります。
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機器の組み立てと設置機器の組み立てと設置機器の組み立てと設置

組み立てかた
◎包装を取り除き組み立てます。
　（テープ類は取りはずしてください。）

※ごとくの下部にある欠き部をバーナーリングの凸部（3ヶ所）に
合わせるように取り付け、ごとくの傾きがないことを確認して
ください。

※電池ケースに電池を入れる。（39ページ）
※グリル排気口カバーは、グリル排気口に合わして取り付けてく
ださい。（42ページ）

注意
グリルケース内の梱包材などは、必ず取り除く
火災のおそれや機器焼損の原因になります。

バーナーキャップを正しく取り付ける
バーナーキャップを正しく取り付けな
いと、点火しなかったり炎が不均一に
なり、異常燃焼や部品が焼損するおそ
れがあります。

水平で安定した場所および落下物の危険のない場所に設置する
機器の上に落ちたものが燃え、火災のおそれがあります。
湯沸器の下には設置しない。やむをえず設置する場合は湯沸器に有効な防護措置をとる
湯沸器の不完全燃焼防止装置がはたらき、火がつかない場合があります。
照明器具など樹脂製品の下には設置しない
照明器具のかさなどが変形・変色することがあります。

注意

◎バーナーキャップの取り付けかた

◎設置場所について

・図のようにバーナーキャップの爪部が点火プラグ
の真上にくるように合わせ、バーナーキャップを
取り付けてください。
　（点火プラグに衝撃をあたえないようにしてください。）
※傾いたり、浮いたりしていないかを確認してください。

注意

電池ケース

トッププレート

グリル排気口カバー
バーナーキャップ

バーナーリング

ごとく

欠き部凸部

必ず守る

必ず守る

必ず守る

点火プラグ

バーナー
キャップ

位置を
合わせる

爪部
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周囲の防火措置周囲の防火措置（機器の設置）（機器の設置）についてについて周囲の防火措置（機器の設置）について
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コンロを使う準備コンロを使う準備コンロを使う準備
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コンロを使う準備
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調理物を入れる

電源ボタンを
入れる

（18ページ）

1 ガス栓を全開にする

点火／消火ボタン

3

2

点灯

ピッ

ロック機能キー

はじめてグリルを使うとき

◇初めてグリルを使うときは、グリル庫内の油を焼ききるために、グリル焼網を取り出し約8分空焼
きしてください。（煙やにおいが出ることがあります。）

　空焼きしているときに、グリル過熱防止センサーが作動し、消火する場合があります。（タイマ
ー表示部「02」表示）
　その場合は、少し待ってから再度点火してください。

グリルを使う準備グリルを使う準備グリルを使う準備
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身の厚い
部分が奥

頭

尾

手前側

1尾の場合端に置く まん中を避けて
左右どちらかに
寄せておく

グリル焼網

サラダ油を塗る

食材の準備

アルミはく

みそ漬けやかす漬けの魚
・みそやかすをよくふき取る

冷凍の魚
・完全に解凍する。

生魚
・水洗いしたあと、水気をよくふき取る

魚の下ごしらえ

さばやいわしなど脂肪分の
多い背の青い魚
・多めに塩をして、おき時間は
　長めにする

白身魚
・少なめに塩をして、おき時間は短めにする

川魚やいか、えび、貝など
・焼く直前に塩をふる

塩焼きの下ごしらえ

鶏肉など油の多い食材は
・フォークなどで皮に穴を開け、
　皮を上にして焼く

なすやししとうなどの野菜は
・表面に穴を開けるか
　切り目を入れる

魚以外の下ごしらえ

◇鮮度や材料にあった塩加減が必要です。塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなります。

◇魚の重量の約2％程度の塩をつけます。身の厚いところには厚く、薄いと
ころには薄くつけます。
◇尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩をつけてください。また、
アルミはくで包んでおくと、焦げかたが薄くなります。

ワンポイント

グリルを使う準備

◇グリル焼網にサラダ油などを塗ると、こびり付きなどが少なくなります。
◇魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。
◇魚を一尾だけ焼く場合は、左右どちらか端に置いてください。
◇ししゃもなどの小さな魚は、尾が焦げやすいのでグリル焼網の手前側に置いてください。

魚を焼くときは
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◇魚の種類や大きさなどにより、オートメニューと焼き加減を選んでください。

弱　め
焼き加減

標　準
焼き加減

強　め
焼き加減

1～5尾（1尾 180g以下） 1～5尾（1尾 180g以上）

1～5尾（1尾 200g以下）

鯛
1尾（1尾 250g以上）

鯛
1尾（1尾 250g以下）

1～5尾（1尾 200g以上）

ぶり照り焼き
1～6切（1切 80g程度）

さば切身
1～6切（1切 80g程度）

さば切身
1～2切（1切 150g程度）

ししゃも
約10尾

あじ開き
1～4枚（1枚 70g程度）

干しかれい
1～2枚（1枚 120g程度）

ほっけ開き
1～2枚（1枚 180g以下）

さんま開き
1～2枚（1枚 100g程度）

ほっけ開き
1～2枚（1枚 180g以上）

さわらみそ漬け
1～6切（1切 80g程度）

鮭切身
1～6切（1切 80g程度）

太刀魚
1～6切（1切 80g程度）

姿焼

切身

干物

オート
メニュー

★：さんま、あじを5尾焼くと、まん中の魚（裏面）の焼き加減が浅くなります。
　　1～4尾で焼くことをおすすめします。

★さんま ★さんま

★あじ

★あじ

オートグリルモードオートグリルモードオートグリルモード
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手前側

手前側

魚の置きかた ポイント

◇皮面を上向きに

身の厚い部分を奥に置く

小さい切身は、身の薄い
部分を外側して左右どち
らかに置く

◇頭を奥に ◇干物は乾燥しているほど焼けやすく
なっています

◇脂のりがよい場合は焦げやすくなり
ます

◇尾・ヒレをきれいに焼く
・多めの塩を塗る
・アルミはくで包む

◇火通りをよくする
・皮面に切り込みを入れる

◇みそ漬け・照り焼きをきれいに焼く
・表面のみそ漬けタレを十分にふき取
り、焼き加減を弱めで調理する

アルミはく

お願い

◇厚みのある魚など（切身  2.5cm、
姿  4cmを超えるもの）は中まで火が
通りにくいので、マニュアルグリル
（33ページ）で様子を見ながら焼い
てください

◇頭を奥に

3尾以上の場合、まん中の
魚（裏面）の焼き加減が浅
くなるため、まん中をあ
け、左右どちらかに寄せ
て置く

手前側

1尾の場合
端に置く

2尾の場合
均等に置く

オートグリルモード
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必ず機器が冷えてから行ってください！必ず機器が冷えてから行ってください！必ず機器が冷えてから行ってください！電池交換
電池ケースふたの左右側面の凹部を指
で引っかけて、矢印の方向に開ける。

開ける開ける開ける

左下パネル前面（電池ケースふた）

凹部

※操作部を戻すとき、フチ部以外は手を触れな
いでください。

戻す戻す戻す

操作部

電池ケースを元の位置に戻す。
（カチッと音がするまで押し込む）

押す押す押す

電池ケースを引き抜く。
※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる
仕様になっています。
　電池ケース上下をはさむように持ち替え、少
し持ち上げて引き抜いてください。

つまみ

上げる

単1形アルカリ乾電池（2個）の41

操作部のフチを指で押して操作部のみ
を元に戻す。2 5

3 電池ケース前面にあるつまみを持ち上げる。

6 電池ケースふたを元どおりに閉じ、電
源スイッチが入るか確認する。

ツメ部A

ツメ部B電池ケースふた金具

バネ
バネ先端

ツメ部A

本体軸部電池ケースふた

閉じる閉じる閉じる

ピッ

点灯

◆電池ケースふたがはずれた場合の取り付け方法

乾電池は充電・分解・過熱したり、火の中に投入しない
乾電池が破裂し、手や服などを汚すだけでなく、目など
に入ると大変危険です。

注意

お願い
◇乾電池の挿入方向を間違えない。また、新しい乾電池と古い乾電池または、種類の違う乾電池を混ぜて使用しない。
◇乾電池は必ず2個とも同種類の新品のアルカリ乾電池を使用する。マンガン乾電池を使用すると寿命が短く
なります。
◇電池ケースに水や異物が入った場合、ふき取ってきれいにしてください。電池機能不良の原因となります。
◇電池ケースふたは約90°まで開きます。それ以上は無理に開かないでください。ふたがはずれ落ちる原因になり
ます。もしはずれた場合は、上記の「電池ケースふたがはずれた場合の取り付け方法」を参照してください。

◇乾電池の寿命は、乾電池の種類によって異なりますが、通常約1年をめやすにしてください。
◇付属の乾電池は工場出荷時に納められたもので、自然放電により寿命が短くなっている場合があります。

単1形
1.5V
単1形
1.5V

単1形
1.5V
単1形
1.5V

バネを電池ケースふたのツメ部A（左側）とBの間に
置き、バネ先端を電池ケースふた金具の上にのせ、
電池ケースふたのツメ部A（2ヶ所）を本体軸部にパ
チンと音がするまではめ込んでください。
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仕様仕様仕様

ガステーブルコンロ品 名

・取扱説明書（保証書付）　・クッキングブック　
・サービス網一覧表　・アルカリ乾電池（単1形：2個）

高さ180mm×幅592mm×奥行455mm

LW2146AL LW2146AR型 式 名

安 全 装 置

連続スパーク点火点 火 方 式

付 属 品

外 形 寸 法

質　　　　　　　　 量（本体） 20Kg

4.20

3.90

｛3,610kcal/h｝

｛3,350kcal/h｝

4.20

｛0.301kg/h｝

使 用 ガ ス
使 用 ガ ス グ ル ー プ

φ9.5mm
ガス用ゴム管

L P ガ ス 用

13 A

12 A

個別ガス消費量
1時間当たりのガス消費量kW

全点火時
ガス消費量高火力バーナー

2.97

2.79

｛2,550kcal/h｝

｛2,400kcal/h｝

2.97

｛0.213kg/h｝

標準バーナー

2.21

2.06

｛1,900kcal/h｝

｛1,770kcal/h｝

2.28

｛0.163kg/h｝

8.37

7.79

｛7,200kcal/h｝

｛6,700kcal/h｝

8.37

｛0.600kg/h｝

グリル

都
市
ガ
ス
用

ガ ス 接 続

◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することがありますがご了承ください。

・立消え安全装置
・電源オートパワーオフ機能
・ロック機能
・焦げつき自動消火
・天ぷら油過熱防止
・コンロ消し忘れ消火機能
・鍋なし検知機能  
・グリル過熱防止センサー
・グリル消し忘れ消火機能

（グリルバーナー）

（コンロバーナー）

（全バーナー）
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アフターサービスアフターサービスアフターサービス

◇『Q&A』『故障かな？と思ったら』『次の表示が出たら』
を見て、もう一度確認してください。
◇確認のうえ、それでも不都合な場合あるいは、ご不明な
場合はご自分で修理しないでお買い上げの販売店、ガス
事業者または、もよりの弊社（別紙サービス網一覧表）に
お問い合わせください。なお、連絡されるときは、右記
のことをお知らせください。

ガスには都市ガス（数種類）およびＬＰガスの区分があります。
◇ガスの種類が異なる地域へ転居される場合には、部品の交換や調整が必要となりますので転居先のガスの種
類を確認のうえ、お買い上げの販売店または、転居先のガス事業者にお問い合わせください。
　この場合、調整・改造に要する費用は保証期間中でも有料となります。
◇この機器は13A（12A）・LPガスのみの仕様です。他のガス種には調整・改造できません。

取扱説明書の54ページが保証書になっています。
◇保証書に記載されているように機器の故障については、一定期間・一定条件のもとに修理いたします。保証書
を紛失されますと、無料修理期間であっても修理費をいただくことがありますので、大切に保管してください。
◇無料修理期間経過後の修理については、お買い上げの販売店または、もよりの弊社（別紙サービス網一覧表）
にお問い合わせください。修理によって性能が維持できる場合は修理（有料）いたします。

◇この製品の補修用性能部品《機能を維持するための必要な部品》の保有期限は、製造打ち切り後5年間です。
ただし、保有期間経過後であっても補修用性能部品の在庫がある場合は、有料修理いたします。

転居される場合

サービスのお申し込み

保証書

補修用性能部品の保有期間

1. 品　番　品名コード（電池ケースふた表面）
2. 型式名　（電池ケースふた裏面に貼付の銘
板をご覧ください。）

3. 故障または異常の内容（できるだけ詳しく）
4. ご住所・お名前・電話番号・道順
　（できるだけ詳しく）
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保証書保証書保証書

保　証　書

このたびは当社製品をお買上げいただきましてありがとうございます。この保証書はお客様の正常な使用状態において万一、機器本体
が故障した場合には、本書の記載内容で無料修理を行うことを約束するものです。

＜無料修理規定＞
1．取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で故障した場合には、お買い上げの販売店または、もよりの弊
社が無料修理致します。

2．保証期間内に故障し、無料修理を受ける場合は、お買い上げの販売店または、もよりの弊社にご依頼のうえ、本書をご提示ください。
なお、離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合には、出張に要する実費を申し受けます。

3．ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
4．ご贈答品で本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、もよりの弊社にご相談ください。
5．本書は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan.）
6．本書は再発行致しませんので、紛失しないよう大切に保管してください。
7．保証期間内でも次の場合には有料修理になります。
　（イ）　住宅用途以外（業務用：喫茶店、飲食店など）でご使用になられた場合による故障および損傷。
　（ロ）　車両、船舶に備品として搭載された場合に生じた故障および損傷。
　（ハ）　工事説明書および取扱説明書などに指示する方法以外の工事設計または取付工事などが原因で生じた不具合、故障および損傷。
　（ニ）　お買い上げ後、取付場所の移動・落下などによる故障および損傷。
　（ホ）　建築躯体の変形など住宅部品本体以外の不具合に起因する機器の不具合および塗装の退色、メッキの軽微な傷、錆など設計
　　　　　仕様の範囲内の感覚的な現象の場合。
　（ヘ）　適切な使用、維持管理を行わなかった場合および不当な修理や改造による故障および損傷。
　（ト）　ガスの供給事情による故障および損傷。
　（チ）　指定規格以外のガス（ガスグループ）および電気（指定外の電池含む）で使用された場合。
　（リ）　火災・爆発などの事故、落雷・地震・噴火・風水害・煤煙・異常気象などの天災・地変および戦争・暴動など破壊行為によ
　　　　　る故障および損傷。
　（ヌ）　海岸付近・温泉地などの地域における塩害・腐食性の有害ガスおよびほこりなどの空気環境に起因する故障および損傷。
　（ル）　ねずみ・鳥・くも・ゴキブリなどの動物の侵入および行為に起因する故障および損傷。
　（ヲ）　消耗部品の取り替えおよび保守などの費用。
　（ワ）　熱量変更に伴なう改造・調整の場合。
　（カ）　本書の提示がない場合。
　（ヨ）　本書に保証期間、お客様名、販売店名の記入捺印のない場合、あるいは字句を書き替えられた場合。

お 客 様
お 名 前

年 月 日 サ ー ビ ス 員修 理 記 録 （ 修 理 内 容 ）

TEL

ご 住 所 〒

販 売 店
店 名 TEL

住 所 〒

保 証 期 間 お買い上げ 年 月 日から１年間

品 名 ガステーブルコンロ

〒554-0023
大阪市此花区春日出南3丁目2－10
TEL　06（4804）8600

※保証期間内のサービス活動およびその後の安全点検活動のために、お客様の記載内容を利用させていただく場合がありますので、ご
了承ください。
※この保証書は本書に明示した期間、条件のもとにおいて無料修理をお約束するものです。従って、この保証書によってお客様の法律
上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修理などについてご不明の場合は、お買い上げの販売店または、も
よりの弊社にお問い合わせください。
※保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間について詳しくはアフターサービス欄をご覧ください。

印




